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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
市
議
会
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
、
能
登
半
島
地
震
と
い
う
大

災
害
か
ら
始
ま
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

災
害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

私
た
ち
と
し
ま
し
て
も
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
市
内
で
被
災
し
た
経

験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災

に
対
す
る
危
機
意
識
を
も
っ
て
、
市
と
し
て

の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
る
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に

移
行
し
、
経
済
は
正
常
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
な
ど
に
よ
り
国
際
情

勢
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
況
で
す
。
そ
れ

ら
の
影
響
を
受
け
、
私
た
ち
市
民
も
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
い
ま
だ
厳
し
い
経
済
環
境

に
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
使
命
は
、
行
政
の
具
体
的
政
策
を

最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
と
、
行
財
政
の
運

営
や
事
務
処
理
、
事
業
の
実
施
が
適
法
・
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
て
監
視
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
市
議
会
で
は
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
場
で
の
議
会
傍
聴
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生

配
信
を
行
い
、
録
画
映
像
は
い
つ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ま
た
昨
年
10
月
に
は
議
会
報

告
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
よ
り
貴
重

な
ご
意
見
を
直
接
伺
い
ま
し
た
。
加
速
す
る

少
子
高
齢
化
、
ひ
っ
迫
す
る
財
政
な
ど
様
々

な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
伊
豆
の
国
市
の
実
現
に
向

け
、
政
策
提
言
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
一
人
一
人
が
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
議
会
改

革
を
進
め
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
求

め
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
平
穏
で
幸
せ
に

満
ち
た
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
被
災

さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
議
会
議
員　
一
同

議会から年頭のご挨拶
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総
務
産
業
建
設
委
員
会

伊
豆
の
国
市
楠
木
及
び
天
野
揚
水
場
管
理
事

業
特
別
会
計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
特
別
会
計
の
廃
止
理
由
で
、
統
合
に
よ
っ

て
調
整
を
図
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
調
整
内
容
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

江
間
用
水
管
理
委
員
会
は
解
散
す
る
の
か
。

　

以
前
か
ら
、
江
間
用
水
管
理
委
員
会
を
は

じ
め
、
地
元
の
方
と
の
調
整
は
行
っ
て
い

た
。
今
回
、
地
元
の
方
の
ご
協
力
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
一
般
会
計
に
統
合
す
る
流
れ

に
な
っ
た
。
ま
た
、
維
持
管
理
は
市
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
受
益
者
と
い
う
形
に
な
る
が
、

江
間
用
水
管
理
委
員
会
は
存
続
す
る
。

伊
豆
の
国
市
楠
木
及
び
天
野
揚
水
場
管
理
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
今
後
、
維
持
管
理
に
関
し
て
ど
こ
ま
で
一

般
会
計
で
賄
う
の
か
、
ま
た
、
基
金
は
ど
の

よ
う
な
時
に
使
う
の
か
。

　

原
則
は
一
般
会
計
で
維
持
管
理
費
は
歳
出

に
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
想
定
外

の
事
態
に
お
い
て
、
一
般
会
計
が
財
政
上
の

問
題
で
支
出
が
困
難
な
事
態
が
将
来
あ
る
か

も
し
れ
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
基

金
を
取
り
崩
し
て
施
設
の
維
持
管
理
に
充
て

る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）に
つ
い
て

■
債
務
負
担
行
為
補
正
の
自
主
運
行
バ
ス
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
金
額
が
３
２
７
０
万

円
と
非
常
に
多
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際

の
乗
車
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

　

令
和
４
年
度
利
用
実
績
は
、
韮
山
駅
を
発

着
し
て
い
る
千
代
田
団
地
、
奈
古
谷
方
面
を

伊
豆
箱
根
バ
ス
が
運
行
し
、
利
用
者
が
約
３

万
人
。
田
京
駅
、
大
仁
駅
か
ら
亀
石
峠
方
面

を
東
海
バ
ス
が
運
行
し
、
利
用
者
は
約
２
万

人
と
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
つ
い
て
、
補
正
で
６

千
万
円
と
し
た
根
拠
の
説
明
を
。

　

１
億
９
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
寄
付
が
あ
っ

た
。
実
績
を
踏
ま
え
る
と
約
２
億
７
千
万
円

を
見
込
み
、
合
計
４
億
６
千
万
円
を
想
定
額

と
し
た
た
め
、
６
千
万
円
の
増
額
と
し
た
。

閉
会
中
の
継
続
調
査（
令
和
５
年
10
月
23

日
・
24
日
）

　

山
梨
県
北
斗
市
の
有
機
農
業
の
取
り
組
み

と
、
新
潟
県
十
日

町
市
の
博
物
館
に

つ
い
て
現
地
視
察

し
調
査
を
行
っ
た
。

福
祉
文
教
環
境
委
員
会

伊
豆
の
国
市
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
こ
と
で
、
今
の
幼

稚
園
、
保
育
園
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

保
護
者
の
勤
務
状
況
に
よ
り
園
を
変
更
す

る
必
要
が
な
く
な
り
、
こ
の
方
が
仕
事
を
ま

た
始
め
た
時
に
、
同
じ
園
で
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
。
保
育
時
間
や
保
育
士
の
働
き
方
は

変
わ
ら
な
い
。
園
児
も
保
育
時
間
の
中
で
、

幼
稚
園
児
を
預
か
る
。
１
ク
ラ
ス
の
中
に
保

育
園
児
と
幼
稚
園
児
が
い
る
。

伊
豆
の
国
市
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
条
例
の

一
部
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
定
期
型
の
月
額
５
５
０
０
円
が
な
く
な
り
、

全
て
１
時
間
計
算
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

定
期
型
で
は
、
利
用
が
な
い
場
合
で
も
負

担
が
発
生
す
る
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り
利
用

し
た
分
だ
け
負
担
を
お
願
い
す
る
。

　

た
だ
し
、
保
育
の
無
償
化
制
度
に
よ
り
、

実
質
負
担
は
発
生
し
な
い
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）に
つ
い
て

■
債
務
負
担
行
為
の
指
定
ご
み
袋
製
造
業
務

委
託
料
、
資
源
ご
み
資
源
化
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、
こ
れ
は
全
て
入
札
で
行
わ
れ
る
の

か
、
ま
た
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
る
の
か
。

　

ご
み
袋
の
製
造
業
務
は
、
単
価
契
約
を
１

月
頃
予
定
。
そ
の
ほ
か
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

４
月
実
施
に
向
け
て
入
札
を
予
定
。

■
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
が
令
和

５
年
度
な
ぜ
不
足
に
な
る
の
か
。

　

後
期
高
齢
者
の
保
険
に
、
団
塊
の
世
代
の

加
入
が
増
え
た
影
響
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

■
保
育
園
の
人
件
費
と
、
生
涯
学
習
課
の
人

件
費
で
時
間
外
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ

て
い
る
理
由
は
。

　

保
育
園
の
時
間
外
は
、
こ
ど
も
園
開
園
に

向
け
、
長
岡
保
育
園
引
っ
越
し
等
の
準
備
を

見
込
ん
で
い
る
。
生
涯
学
習
課
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
活
発
化
し
、
職
員
の
時
間
外
手
当
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

富
士
見
幼
稚
園
舎
の
雨
水
浸
水
対
策
の
要
望

　

園
児
や
勤
務
す
る
職
員
の
安
心
・
安
全
を

確
保
し
、
早
急
に
園
舎
の
雨
水
浸
水
対
策
を

講
ず
る
よ
う
、
令
和
５
年
12
月
19
日
に
市
長
、

教
育
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

閉
会
中
の
継
続
調
査（
令
和
５
年
10
月
30

日
・
31
日
）

　

愛
知
県
春
日
井
市
登

校
支
援
室
と
、
岐
阜
県

岐
阜
市
教
育
Ｄ
Ｘ
等
に

つ
い
て
現
地
視
察
し
調

査
を
行
っ
た
。

新潟県十日町市博物館

春日市立鷹来中学校

● 常任委員会報告 ●12 月定例会で２常任委員会に付託された
議案の審査内容等の報告です。


